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第539回例会平成5年9月7日（火）雨分区代理訪問へ

◇今井君退会挨拶◇“君が代’

◇“我等の生業，

◇ビジター紹介 5名

◇出席報告

会風 65(64)名 出朧52名

川M将i 8125%

前 IIJI 8月31口（修if出席率) 100%

◇お誕生日祝福

奥村非I(9/12)

8月26｢1付の人と11異助で大阪支店への蛎勤

を命ぜられ赴任することとなりました。

干諏RCには2年半在濡させて頂き、皆様

の暖かいご指導を賜わりましたこと、誠に有

難うございました。皆様のご教示を11mに、新

任地でも努力いたす所存でございます。今後

ともどうぞよろしくお願いI:|』し上げます。

千秘RCの童すますのご発展と皆々様のご

健勝を祈念II]し上げます。

◇ニコボックス

名古屋第二分区代理吉村夘一郎君

分区代理幹事横井登君

i'tクラブ訪問させて頂きます。

秋山茂則君、浅井誠寿君、堀江宏輝君、

池田隆君、釜谷健一君、小山雅弘君、

黒野貞夫君、三輪康君、水野民也君、

永井正義君、成田良治君、太田茂君、

大谷和雄君、杉山貞男君、魚津常義君、

和田正敏君分'又代理をお迎えして。

今井浩壹君大変お世話になり有雌うござ

いました。今後ともどうぞよろしくお願いします。

奥村登喜朗君誕生日祝い。

へ

◇黒野会長挨拶

本日は吉村夘一郎名古屋第二分区代理、機

井登分'又代理幹事ほか3名のビジターをお迎

えしての例会です。きょうも雨模雛です。残

暑のない冷夏で梅雨から秋へと直行型のよう

で、28℃の海洋気温域が南の洋上から|］本近

海にまでひろがっており、これが台風発生の

原因ともいわれております。次の14号が発生

したとも予報されています。

秋来ぬと目にはさやかに見えねども風の音

にぞ蝋かれぬる

古今卵ll歌集藤原敏行!|ﾘl臣

立秋と共に秋風が吹き立つという平淡時代

の概念のもとに詠まれた和歌ですが、今年は

◇山本幹事報告

1．安藤潜今井君新美君谷l｣君、以上

4名の方が8月31 1二I付で退会されましたので、

ご柵告申し上げます。

2．本日例会終了後、 クラブアセンブリーを

開伽いたしますので、理蛎役員、各委員長は

芙蓉の|冊lにお集まり~ドさい。

3．次Igl例会終了後、臨時総会を開催いたし

ますので、全会貝そのま吉お残り…ドさい。
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そうした思いも冷夏のためか、余り実感しな

いままに秋になったようです。

古今集は別名続万葉集ともいわれ、延喜5

鱒#命を受けて紀友則･紀興之･凡河内躬・|面・
壬生忠岑らによって撰進されたものです。

古今災の成立はすでに仮名が出来、名欣が

書きとめられていたlに、和歌を学ぶ肴にと

っては袷好の下本であり参考書であったので

す。従って次から次へと苫き写され、伝えら

れて来たのです。ただllli(のためのみでなく、

洲度品として美術鮎として巻-f本にあるいは

帖に仕立てられたのです。現在完全な姿で残

されているもののほか断簡となり手鑑に茶掛

にと珍亜されています。

八ulfの閲戸さんのお宅で先代の当kに関戸

4x1l !今~災を一度ほど見せていただいたことが

ありますが、人変感動した思いがよみがえっ

てきます。ただ今、 91126Rまで徳川災術館

で1-1/ix11j~典文学と題して占筆や硯輔などのに

芸紬が陳ﾀllされています。秋の一i」、 1 1本の

文学及び美術の鑑i'fをされるのもよいことで
はないかと忠い、おすすめする次第です。

亡くなられた5年程前に中R新聞に連戦され

た“余生余語”という記ｴI#のなかで“身土不

二”という言葉を使っておられました。

桑原さんは山梨県の11 1間の農村に生まれ農

村で育てられたので、年少の頃から野菜に親

しんでおられ肉類や魚蹴には極めて縁の乳りい

食生活であったと言っておられます。そして

このような野菜を中心とした年少の頃の食生

活があったからこそ、桑原さんの健康の雄礎

が築かれて聖州|崎の90才という高齢を支えてい

るのだろうと述懐しておられました。

私もこのお話には心から共鳴するものであ

りますが、私がこれからIIIし上げる“身上不

二”というのは、自分の身体と自分の立って

いる人地とは全くつであって、一つではな

い。身近な人地に生えている野菜こそはH分

の身体と人地とを一つに結びつけるものであ

るから、私どもは野菜の忠沢に深く思いをい

たして自らの健康保持に努むくきであるとい

うことであります。

ところでIﾘl治・大正Aliまれの人は多かれ少
なかれ桑ﾙj!さんとIi1じような隙境で育った人

が多いのですが、妓近のﾈ‘『い人達の食42活は
西欧風をまねた肉類主体のものが多くて“身
上不一の原則”とは程遠いものとなっており

ます。又、 Al;活環境も脚然と離れた窮航で複

雑化の傾li'lにありますから、青少年の身心育

成には余縄の覚悟が必要かと存じます。
さて、本日ご出席の皆様方は幸い健服に恵

まれた人が多いようでありますが、今後とも

ご本人並にご家族の〃にも健康を維持・期進
されるためのご参考までに私が過去に#｣為いま

した‘‘食盤法”ということについて、その体
験談をご披露したいとｲIfじます。

私は唯米虚弱体質でありまして幼・少年期

は絶えず病気勝ちでありましたが、小学校5

年生の3’,般期に“腸チフス”を患い3学!りlを
全部欠jﾙﾄして体にふりました。しかし40艇以
上という尚熱が1週間以kも統いたため、幸

いと調いますか体質の根本的な改善ができま
して、旧制の中等学校の5年間は難欠朧で通

し卒業の際は5ヶ年間持勅徴を貰い衰した。

唯体力的にはまだかなり劣っておりましたの
で、 21才の徴兵検査の時には丙種を言いわた

され徴兵猶〕うとなりました。その後就職して
からは、社会の荒波にもまれたり、又、梢神
的なプレッシャーもあって病気こそはしませ

んでしたが、休亜も50キロ前後の状態が続い

ておりましたので、 イロIとか体力の地進をはか

りたいと念願して草野球をしたり、西式健康

法を実行したりしておりましたが、或る時奨
める人があって食事疲法に踏み切ったのであ
ります。

さきにLIIし述べました“身上不~"の提IIB

稀は石塚左玄という人でありましてlﾘl治20年
ころに“食餐道”を標傍して起たれLl本人の
食生活に適した“身土不二の原則”を確立さ
れたのであります。そしてこれを受け継いだ

一

◇講演
“身土不為の原則”

吉村名I I1.膿第．分|><代III1
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I玉||際ロータリー会長ロバートR・バース氏

は本年度のテーマを

if動に信念を－偏念は行動に

と定められました。そして“ロータリアンは、

私達の将来が青少年のﾙiにかかっていると信

じます。”と述べられています。又、 “すべ

ての子供述の健康管理と衛生的生活に配瞳す

ること”とも言っておられます。

さて、人間が生きてゆく上で欠かすことが

できないものは色々ありますが、肢も大切な

ものはご欺知の通り“ｸ牌気”と“水”と“食

物”であります。妓近はこの三つのものにつ

いて稚々な障害が起きてきていますが、私は

食物に|兇Iすることで私兄を述べてみたいと思

います。

へ

身土不一一

去る平成3年4月95才の高齢で亡くなられ
ました、元愛知県知事の桑原幹根さんがその
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櫻沢如一という人が“食養法”を提唱してそ

の普及に全力を傾注されたのであります。

今の自然食を徹底して行うようなものであ

りますが櫻沢沢如一氏は私の母校京都一商（京

都市立第一商業学校）の先輩であり“食養法”

という本を上梓し又、実際に全国各地を行脚

して実地指導に当っておられたので私もそれ

に共鳴したわけであります。

昭和13年27才で結婚してから間もない頃か

ら4年間位にわたり家内の協力のもと“食養法”

に専念しましたが主食は玄米、又は半搗米、副

食は野菜を主として魚類又は鶏類は良いが肉

類は殆ど食しませんし調味料は白砂糖は厳禁

で蜂蜜又は黒砂囎を用い油はゴマ汕を主体と

するなど僧侶の食生活に近いものでありまし

た。これはさきほどの石塚左玄氏が提唱した

"身土不二”に基くものでありまして人間は自

分が生れた土地の周辺でできた食品を食して

おれば大体病気になることはない。従って日

本国内で作られた食料は気候風土が概して似

た環境での作物でありますから日本人の身体

には適合しますが外国からの輸入食品は総じ

て[1本人の健康維持には不向きなものが多く、

多用していると体をこわして病気になり勝ち

となり命を縮めるという説であります。

ところで、櫻沢如一氏のことに触れてみた

いと思います。櫻沢氏は講演旅行に出掛ける

ときには必ず梅干の入った“おにぎり”を持

参されました。勿論玄米の“おにぎり”であ

ります。特にヨーロッパへ行かれたときは戦

前のシベリヤ鉄道経由であり1ヶ月近くかか

ってつかれたのですがその時でも食無は“お

にぎり”持参で副食物は午労をゴマ油で妙め

た“キンピラ午労”とか小魚を八丁味噌とと

もに煮つめた所謂自然食のみだったと聞いて

おります。そして食事のときは必ず口25回

以上岨1IIMするということで、そうすることに

よって唾液の分泌をうながし胃の負担を軽く

して栄養の吸収を良くする効果があるのです。

私も食養法を行っていた時は食事の際に ・

口で25回以上咀噸しましたがll噛むに従ってL1

の中が甘くなりとてもおいしい思いをした覚

えがあります。

昭和13年頃伊勢の宇治山田市で櫻沢如一氏

の識演会と食養法の実施指導が行われました

ので私も妻とともに…泊二日で出掛けて実地

指導を受け本格的な食養法の実行に入りまし

た。

私は4年間位“食養法”を徹底して実行い

たしましたが大東亜戦争に突入して戦争が剛

となり食料事情が悪化して食品が意の如く入

手できなくなりましたので己むを得ず中止し

て配給食に頼ることになりましたが、私のこ

の体験は将来への体力造りに確に預って大き

な力となったと思っております。戦後は食料

事情とか又外食が多くなったとかの関係であ

まり ‘‘食養法”的な食事はしておりませんで

したがそれでも家内は過去の経験を採り入れ

て随時自然食的な食事をつくってくれており

ましたのでそれはそれなりに良かったと思っ

ております。そして戦時中の私なりの食養法

励行の体験がその後の人生に大きなプラスと

なったことも事実であります。

現在日本は食生活に関しては世界一賛沢な

国だと譜われておりますが有り余った食品が

すべて日本人の健康維持にプラスとなってい

るかというと必ずしもさにあらずで特に発育

期である幼少年の食生活の乱れが気になりま

す。私の申し上げました“食護法”は今から

みれば勿論極端な遣り方ではありましょうが

日本人の現在の乱れた食生活を見直すために

もその精神を生かして何らかの参考にしてい

ただければと思いまして駄弁を弄した次第で

あります。

一

◇他クラブ訪問報告

竹内眞冥君

私は8月の第2回目の例会の日に高山に行

ってホームクラブを欠席しました。

丁度お盆にひっかかりますので、早めにメー

キャップをすまさなければと思い、 8/11に分

区代理の所属しておられる名北RCへ偶然行

ってきましたので、ご報告申し上げます。

たまたまその日は終戦記念日をひかえてい

るということで、粗食の日というのをやって

おられました。炊きこみご飯と吸い物、漬け

物だけでしたが、大変おいしく満足して帰っ

てきました。

又、その日に新しい方が2名お入りになら

れ、入会式が行われましたので、内容をご紹

介いたします。

①会長・幹事・推薦者が前列にならびます。

ロータリー情報委員長がまん中に立たれて、

「ロータリー綱領』をお読みになります。

その1項目ずつについて、新入会員の方は

頭を下げます。

②新入会員が『四つのテスト」を朗読し、会

長に誓いを宣言します。

③会長より新入会員の方へバッジを贈呈します。

④推薦者より紹介があります。

⑤新入会員の方が自己紹介をされます。

この入会式は、なかなか感銘深いものがあ

りました。

最後に、頂戴しましたウイークリーにコマー

シャルが4つ入っていました。親クラブの北

RCもやっていらっしゃるようですが、非粥

に印象に残りました。

以上、私の名北RC訪問報告を終わります。

へ
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会長・幹事懇談会

l1:30～12:20扇の間

するようなものでなければならない。

(3)その事業が他のロータリークラブも、こ

れと競争して行うことができるようなも

のでなければならない。

(4)その事業が当該年度に始められたもので

あることを要しないが、その耶業が現に

実施中のものであること、もしくは、そ

の表彰の行われるロータリー年度に終え

られるものであることを、立証するもの

を提出しなければならない。

(5)いかなるクラブも、同一事業について重

ねて業績の認証を受けることはできない。
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○意義ある業績賞選考委員会

委員長 加納 泉

委員 盛田和昭
〃 神戸政治
〃 宮地信尚
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例年通り、分区代理・分区代理幹事・正剛

会長・会長エレクト・正副幹蛎による会長・

幹事懇談会が行われ、今年度の方針に沿った

蛍重なご指導を賜わりました。
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クラブアセンブリー

13:30～14;30芙蓉の間

。 ”~ :溌職鍵~ 蕊蕊“ 『撫鴬
;は副作用､薬害などあり
；が、飲んでいるうちにだ
｝ており効果を信じるよう

|鮒蹴:皇繩
i った．何事も信ずること

になった。歩くことI

､ﾌｰﾙの中の歩行i

…ど…《種｜は心が和む。

一一

３

…ハハハハハヘ…八ハーーーハハハへ

有罪？

少なくとも一人の元ロータリアンが私に漏

らしていましたが、私たちのクラブは排他的

な|剛志のみのクラブだそうです。考えてみる

と、私たちは、確かに脈意識的に、毎週、同

じ顔ぶれの連中と一緒に食事をしていたかも

知れません。他の人たちを私たちのテーブル

に誘って会話を楽しむように努めなかったか

も知れません。見知らぬ人が私たちのテーブ

ルに来るのを待っていたのかも知れません。

私たちは罪を犯していたのでしょうか？会

員の誰一人として、よそ者扱いをされること

がないように努めようではありませんか。そ

うすることによって新会員も他所からのゲス

トも皆私たちの良き友達になるのです。それ

がロータリーなのです。

－あるクラブの会報より

例会終了後は、理事役員、各委員長の出席

を得てクラブアセンブリーがl淵催されました。

和気あいあいとした雰囲気の中、各委員会

ごとに適切なアドバイスをいただきました。
＝

◇ガバナーズレターより

ご応募ください！

「意義ある業績賞」

「意義ある業績賞」とは、ロータリークラ

ブの奉仕活動の中で、最も意義ある業緬にふ

さわしいと思われるものを表彰するプログラ

ムであって、各地区の地区ガバナーが受賞ク

ラブを選ぶものと定められています。

地区ガバナーが、受賞クラブを選定する場

合の選考基準は、次の5項となります。

(1)その事業が地元の地域社会において、或

いはその土地のみに限らず、誰の目から

も重要と見られている問題またはそのニー

ズを対象とするものでなければならない。

(2)その事業が単なる金銭的な奉仕でなく、

クラブ会員の大半または全員が直接参加

◇次回例会（9月14日）

識演“青少年の動向と今日的課題”

盟田短期大学学監

高井龍三氏 （紹介大谷君）

◇次々回例会（9月21日）

友愛の日（立食）
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